
＜月次運用レポート＞ 2026年6月30日現在

　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

※基準価額は1万口当たり、作成基準日現在、年率1.958%（税抜1.78%）の信託報酬控除後です。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり、将来の成果を示唆または保証するものではありません。

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式

 基準価額 12,218 円

 純資産総額 263.3 億円

　最近5期の分配金の推移

設定来合計 －　円

※基準価額は1万口当たりです。

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲ 5.56% 38.17% 　　 － 　　 － 　　 － 22.18%

参考指数 0.87% 18.17% 　　 － 　　 － 　　 － 9.81%

　ポートフォリオ構成比率

上場株式 96.7%

(内国内株式） (4.6%)

(内外国株式） (92.1%)

(内先物） (0.0%)

未上場株式 0.0%

短期金融商品その他 3.3%

99.5%

組入銘柄数 31 銘柄 

マザーファンド組入比率

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス(配当込み)〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を

乗じて算出しております。

※MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の

権利はMSCI Inc.に帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止

する権利を有しています。

※マザーファンドを通じた実質比率です

（マザーファンドの組入比率を除く）。

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（1/11）  553187
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　ニュートン・量子技術関連株式マザーファンドの状況（1）

※比率はマザーファンドの現物株式評価額に対する比率です。

（出所：ニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシーのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式

 ＜株式組入上位10銘柄＞

銘柄名 業種 国・地域 比率 銘柄概要

1 ＩＢＭ 情報技術 米国 4.6%

ITサービスおよびコンサルティングを中核とする世界的なテクノロ
ジー企業。高性能な量子プロセッサの開発を進めるとともに、量子コン
ピュータと従来型コンピュータを融合したハイブリッド型計算基盤の構
築を推進し、量子技術の実用化をリードする。

2 クオンティニュアム 情報技術 米国 4.4%

Honeywell Quantum SolutionsとCambridge Quantumの
統合により設立された量子コンピューティング企業。イオントラップ方
式の量子ハードウェアと企業向けソフトウェアを強みに、金融、航空宇
宙、製薬分野を中心に量子技術の実用化を推進する。

3 アストラゼネカ ヘルスケア 英国 4.4%

医薬品および医療関連製品の研究開発、製造、販売を行うグローバル
製薬企業。量子コンピューティングを活用した創薬研究を推進してお
り、外部企業との連携を通じて化学シミュレーションの高度化と開発効
率の向上を図る。量子技術は創薬プロセスの効率化に寄与することが
期待される。

4 ラティスセミコンダクター 情報技術 米国 4.3%

低消費電力のFPGAを主力とする半導体企業。量子コンピュータによ
る将来的なサイバー攻撃リスクに対応するため、セキュリティ機能を組
み込んだ半導体を開発し、政府承認の暗号規格をハードウェアレベル
で実装することで、接続機器の安全性向上に寄与する。

5 インフィニオンテクノロジーズ 情報技術 ドイツ 4.3%

産業機器、自動車、IoT向けを中心に幅広い半導体製品を手がける世
界的な半導体メーカー。量子コンピューティング分野では、半導体製造
で培った技術力を活かし、イオントラップ、超伝導、フォトニクスなどの
量子ハードウェア開発や量産体制の構築を通じて、商用化を支える。

6 インテル 情報技術 米国 4.3%

半導体分野を代表するグローバル企業であり、CPUをはじめとする各
種プロセッサの設計・製造を手掛ける。既存の半導体製造技術を活用
することで、量子ハードウェアのスケーラビリティ向上を図るととも
に、高効率な評価システムの導入により量子ビットの開発効率の高度
化を推進している。

7 キーサイト・テクノロジーズ 情報技術 米国 4.2%

電子計測ソリューションを提供する先端計測機器企業であり、無線、モ
ジュール型、ソフトウェアベースの各種測定サービスに強みを有する。
量子コンピューティングの研究開発に不可欠な高精度な計測、制御、
検証技術によって、量子デバイス開発を支える。

8 アマゾン・ドット・コム
一般消費財・サービ
ス

米国 4.0%

世界最大級のテクノロジー企業として、EC事業やクラウドサービス
（AWS）を中心に多角的な事業展開を行う。AWSを通じて「Amazon
Braket」などの量子コンピュータ・プラットフォームを提供し、研究者
や開発者へのアクセスを促進する。また、基礎研究や自社チップ開発、
関連企業への出資を通じて、量子技術の発展とエコシステム構築にも
取り組む。

9 グローバルファウンドリーズ 情報技術 米国 4.0%

車載、IoT、モバイル向け半導体の製造を手掛ける世界的なファウンド
リー企業。量子プロセッサやシリコンフォトニクスなどの製造にも取り
組んでおり、量子コンピューティングの商用化を支える重要な製造基
盤を提供する。

10 アルファベット
コミュニケーショ
ン・サービス

米国 4.0%

検索、広告、地図、ソフトウェア、モバイルOS、コンテンツ配信、法人向
けソリューション、コマース、ハードウェア製品など、幅広い事業を展開
する。量子分野ではGoogle Quantum AIを通じて、スケーラブル
かつ耐障害性の高い量子ハードウェアの開発を推進し、先端的なアー
キテクチャ研究やライフサイエンス分野への応用にも取り組んでいる。

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（2/11）  553187
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　ニュートン・量子技術関連株式マザーファンドの状況（2）

　ファンドマネージャーのコメント

※「ニュートン・量子技術関連株式マザーファンド」の運用委託先であるニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエ

ルシーの基準日時点でのコメントを基に作成しています。

（出所：ニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシーのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式

＜企業規模（株式時価総額）別構成比率＞

企業規模 比率

大型株　（100億米ドル以上） 80.3%

中型株　（25億米ドル以上
　　　　　　　-100億米ドル未満）

13.5%

小型株　（25億米ドル未満） 6.2%

※業種および国・地域の比率はマザーファンド

の純資産総額に対する比率です。

※企業規模（株式時価総額）別構成比率は

マザーファンドの現物株式評価額に対する

比率です。

※小数点第2位を四捨五入しているため、

合計が100%にならない場合があります。

＜株式組入上位10業種＞

業種 比率

情報技術 72.2%

資本財・サービス 8.2%

コミュニケーション・サービス 7.2%

ヘルスケア 6.4%

一般消費財・サービス 3.9%

短期金融商品・その他 2.0%

　　　　　　　　　　　　－ 　　　　－

　　　　　　　　　　　　－ 　　　　－

　　　　　　　　　　　　－ 　　　　－

　　　　　　　　　　　　－ 　　　　－

＜株式組入上位10ヵ国＞

国・地域 比率

米国 64.5%

英国 9.2%

日本 4.7%

ドイツ 4.2%

フィンランド 3.6%

中国 3.4%

スイス 2.9%

韓国 2.9%

スウェーデン 2.1%

カナダ 0.7%

＜投資環境＞
米国株式市場は、米国とイランの戦闘終結への期待や原油価格の下落を背景に上昇する場面もみられました。しかし、堅調な経済指標

を受けて利上げ観測が高まったことや、AI関連投資の過熱感への警戒から、月を通じて上値の重い展開となりました。
欧州株式市場は、上旬は、米欧間の貿易政策を巡る不透明感が重石となり、下落しました。しかし中旬以降は、中東情勢の緊張緩和へ

の期待や原油安を背景に堅調に推移しました。

＜運用経過＞
運用につきましては、量子技術に関連するハードウェア、ソフトウェア開発から部材供給、活用企業に至るまで技術分散とリスク分散を

意識した投資を行いました。
個別銘柄では、コンピューター部品および関連製品を設計・販売するインテルが上昇しました。米国内での半導体設計・製造に関する

アップルとの提携に関する報道が好感されたほか、アルファベット向けAI半導体受注拡大観測を背景に、ファウンドリー事業の収益改善
期待の高まりも支援材料となりました。一方、量子コンピューターおよびソフトウェアを開発するイオンキューが下落しました。5月の大幅
上昇の反動による利益確定売りが強まったことに加え、高バリュエーションへの警戒感が重石となりました。

＜今後の見通し＞
米連邦準備制度理事会（FRB）は6月に政策金利を3.50～3.75％に据え置き、様子見姿勢を維持しました。一方で、物価安定への懸

念は強まっており、2026年末の政策金利見通しは現状を上回る可能性が示されています。市場では、年内に0.25％の追加利上げが
実施される可能性も意識されています。5月の米消費者物価指数（CPI）は、エネルギー価格の上昇を主因に前月比0.5％、前年比
4.2％上昇しました。こうした中でも、米国の景気と雇用は底堅く推移しており、金融環境は引き締まりつつあるものの、歴史的にみれば
なお緩和的な水準にあります。

企業業績は株式市場の支えとなっており、S&P500種指数構成企業の第2四半期利益成長率は前年比で20％超となる見込みです。
業績改善はエネルギーや情報技術など一部のセクターに集中しており、AIインフラ投資の拡大が追い風となっています。一方、このよう
な業績の偏りは、市場全体への広がりや持続性に対する懸念材料でもあります。欧州経済は減速傾向にあり、中国は輸出と生産に支え
られる一方で、内需の弱さが課題となっています。全体としては、堅調な企業収益と引き締め的な金融政策見通しが綱引きする局面に
あり、今後は成長性だけでなく、収益の質や持続性を重視した銘柄選別が重要と考えます。

量子コンピューティング市場は、長期的に数千億ドルから1兆ドル規模のグローバル市場へ成長する可能性があると考えられます。現
時点では、AIや暗号資産関連分野と比べて発展の初期段階にあるものの、今後数年にわたり高い成長余地を有する分野と見られます。
量子コンピューティングは、理論研究を中心とした段階から実用化・商用化に向けた段階へと移行しつつあります。各国政府や大手テク
ノロジー企業による継続的な投資に加え、一部の分野では商用利用も始まっています。足元では活用規模は限定的ながら、金融、製薬、
物流、材料開発などで実証実験や初期導入が進展しています。また、クラウド事業者による量子コンピューターへのアクセス環境の整備
が進んだことで、企業が研究・検証に取り組むハードルは低下しています。さらに、金融モデリングや創薬、最適化計算などの分野では企
業間の提携も広がっており、今後はヘルスケア、素材、サイバーセキュリティを含む幅広い分野で活用が拡大すると期待されます。このよ
うに、量子コンピューティングは依然として黎明期の技術であるものの、研究開発中心の段階から実証・活用段階へと着実に移行してお
り、中長期的な市場拡大が期待されます。
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　ファンド情報

設　定　日 2026年2月26日

償　還　日 2046年2月26日

決　算　日 毎年2月26日および8月26日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色（1）

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式
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　ファンドの特色（2）

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式
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　投資リスク（1）

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式
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　投資リスク（2）

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式
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　投資リスク（3）

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式
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　お申込みメモ

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式
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　ファンドの費用

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式
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日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会

　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次販売会社が含まれる場合があります。

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説明書
（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお
願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。
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